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実験の遂行 

研究実績 

の概要 

本研究は，犯罪捜査にかかわる科学捜査の中でも，定量的な鑑定手法が未だ確立されてい

ない足跡からその人物の特徴を抽出する手法を確立し，足跡鑑定の新たな手法を開発する

ことを目的とした． 

 

1．足跡採取方法の検討 

 検討事項と結論 

 ❶足跡採取シートの検討 

鑑定で使用されている足跡採取シートの比較を行い，フローリング，スニーカー，パ

ウダーとの相性の良い Ex-GCSが最適であると結論付けた． 

❷人工的な塵・埃の検討 

室内埃，石灰，指紋採取特殊パウダーの比較を行い，指紋採取特殊パウダーを付着さ

せて，アクリル板上の足跡を採取する方法が最適であると結論付けた． 

❸塵・埃を靴裏に付着させる方法の検討 

歩行距離やパウダー付着のタイミングを比較して，パウダーを散布した床上を 5 分

程度歩行する，または足踏みすることで足裏に対して均一にパウダーが付着して，最

適な足跡が採取できると結論付けた. 

2．デジタルデータ化の検討 

 検討事項と結論 

 ❶数値化のための最適な方法を二値化処理と濃淡値処理で比較 

  採取した足跡に対して高解像度スキャナで画像データ化した後，上記二つの処理方法

を検討したところ，濃淡値処理の別人物判定率は 26.1±12.3%，二値化処理では 66.9±

34.6%であったため，二値化処理が最適であると結論付けた． 

 ❷二値化処理の最適な閾値を検討 

  全対象者の足跡画像に対しても閾値を一定にしたところ，出力画像にばらつきが認め

られたため，大津の二値化を採用することが最適であると結論付けた． 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

3．関心領域（ROI）の検討 

 検討事項と結論 

 ❶最適な関心領域ROIの大きさを検討する． 

  ROIの大きさを 10×10，20×20，30×30，40×40，50×50，60×60で検討したとこ

ろ，10×10の別人物判定率が高いこと，データ数の欠損が少ないこと，処理速度は同

程度であることから，10×10の大きさが最適であると結論付けた． 

4．重心移動予測線と濃淡値ヒストグラムの分析方法の検討 

  上記の方法で取得したデータに対して，重心移動予測線を導きマッチングさせる方法

と濃淡値ヒストグラムを算出してマッチングさせる方法を比較したところ，前者の分

析方法の別人物判定率（61.1±24.6%）が高いことが示された． 

5．実証実験として，上記で決定した方法で 3 名の被疑者から 1 名の犯人を割り出す実験

をしたところ，犯人を割り出すことに成功した．しかし，決定的な証拠にはならない

判定率であったため，さらなる検討が必要である． 

 

今後は，重心移動予測手法のように，足跡 2値画像における有効画素の形や密度，位置

情報を特徴量とした足跡鑑定手法を検討する必要がある． 
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